










新教科書 Q&AQ&A

新学習指導要領ではストー
リー性を重視していますが，教
科書ではどのように扱っていま
すか？

A 　新教科書では，学年ごとに大きなテーマを設け，そのテーマに
沿って各題材を構成・配列し，題材をつなぐストーリーをもたせ
ました。本教科書の従来の考え方は継承しています。（本冊子の
ｐ .3 ～ 5をご参照ください。）

５学年の導入題材で生活を見
つめたすぐ後に，｢家庭の仕事｣
を扱わないのはなぜですか？

A 　ガイダンス内容の一環でもある導入題材の「見つめてみよう わたしと家族の生
活」では，家族の１日の生活に目を向けます。次に，５年生になって初めて学ぶ家庭
科に対する児童の期待やわくわく感に応えるため，まずは簡単な衣・食・住に関す
る実習等（ｐ .6 ～ 25）を行い，その体験を通して「家庭の仕事」についての認識を
深め（ｐ .26 ～ 28），長期休暇を利用してより確かな家庭実践につなげられる構成
にしました。
　これにより，誰かにしてもらっていた家庭の仕事を自分でやってみようという意欲
が高まり，高まったモチベーションのまま夏休みの家庭実践に入ることができます。

湯をわかしてお茶を入れる題材
が，５学年の最後に配列された
のはなぜですか？

A 　

５学年の最初から調理実習が
続きますが，負担が重くないで
すか？

A 　小学校では，「ゆでる」調理と「いためる」調理を学習します。「ゆでる」調理を着実
に習得できるようにするために，スモールステップの実習を繰り返し行うことで，ガ
スこんろの安全な使い方や，水とたまご，野菜の扱い方，調理用具の使い方，環境を
考えた調理などを確実に身につけられるように配慮しました。
　安全面からも「ゆでる」調理実習を繰り返し行って定着を図ると効果的です。後に
なって忘れた頃に扱うよりも，１学期の興味・関心の高い時期に続けて扱う方が，基
礎・基本の定着が図れるからです。さらに，先生方の負担が少ないように，安全と基
礎・基本的な技能および手順については，ていねいに記述しています。

「青菜」を色よくゆでるには，
ふっとうした湯に塩を入れると
よいといわれていましたが，教
科書で塩を用いないのはなぜ
ですか？

A 　青菜を色よくゆでるために「塩を入れるとよい」と，教わった方も多いことでしょ
う。しかし科学的に捉えると，色よくゆで上がるのは湯の２％の塩を加えたときで
す。学校の調理実習や家庭の食事に用いる分量では差がありません。
　また，２％の塩を加えると，青菜に塩味がつきます。そのため，教科書では塩を用い
ません。ただし，業務用として大量にゆでるときは塩を加えることが多いようです。

技能チェック表「できたかな」や
「ひと口メモ」の使い方は？

A   「できたかな」は，学習のステップごとに児童自ら学習成果を確かめるために（自己
評価），また先生は個々の技能の到達度合いを知るめやすとして活用できます。実習
後にチェックを重ねることで，基礎・基本が確実に定着することを意図しています。
  　　　　　　は，本文中の＊印を付した用語の説明や，ひと口知識として児童の
興味・関心を惹きつけ，学習を発展させるのにも活用できます。

Q 1

Q 2

Q 3

Q 4

Q 5

Q 6

調理実習の基礎として，ガスこんろの安全な扱い方を学ぶために，まず湯をわかし
てみます。この湯をどのように活用するかは限定しないで簡単にし（ティーバッグを

使うなど），早く調理実習に入れるようにしました。子どもたち
のわくわく感に応えます。
　お茶は，日本の伝統文化と結びつけたり，家族とのふれ合い
や団らんの学習に結びつけたりすることができますので，５学
年の最終題材（ｐ .58 ～ 59「家族とほっとタイム」）として，て
いねいに扱うことにしたものです。

（1学期の調理実
習：湯をわかす
→卵をゆでる→
青菜をゆでる→
ゆで野菜サラダ
をつくる）
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新学習指導要領で新しく入っ
た五大栄養素の内容は，どのよ
うに取り扱いましたか？

A 　５学年の題材「元気な毎日と食べ物」（ｐ .38 ～ 45）の中で，ごはん・みそしるの
学習と関連づけ，五大栄養素の名称（炭水化物，脂質，たんぱく質，無機質，ビタミ
ン）や体内での主なはたらきを生きた知識として理解できるようにしています。
　たとえば，ごはん・みそしるを組み合わせた食事の例などをもとにし，使われてい
る食品を３つのグループに分類して書き込めるようにしています（ｐ .40）。

ごはんとみそしるの学習を，５
年生で扱うとよい理由は？

A 　食育の充実が推進されていることや，ごはんとみそしるを日本の伝統食して扱う
ことになっているため，食事の基本として早い時期に学習できるようにしています
が，そうすることによって，1食分の食事づくりや，家庭での食事づくりの実践に生
かすことができます。また，他教科と関連させて学習ができ（理科５年の植物の発芽
「イネとでんぷん」，社会５年の食料生産「米の生産」等，さらに総合的な学習の時間
「学校園での稲刈り」等），相互の学びが深まって効果的です。

A 　人間を取り巻く環境としての「衣」と「住」ですので，子どもたちが一番実感できる
時期に設定することが効果的です。
　２学年に分けたのは，＜快適な衣服と住い＞の内容を，学習する時期や季節にふ
さわしい題材構成にし，かつ学習を積み重ねることで定着を図るためです。
　寒さから身を防ぐことを考える場合は，まず暖かい着方を考えてから暖かい住ま
い方を考えるのが自然です。一方，「暑い季節を快適に」では，天候との関係で洗た
くの実習を7月に扱えるようにするため，住まい方を先にしました。
　「寒い季節を～」では，①省エネ（環境）とも関連づけて，まず重ね着の工夫（衣の
環境）， ②次に暖房を用いた工夫を考える流れにしています。「暑い季節～」では，涼
しくするために，①窓を開けたり，打ち水をしたり，自然の力を利用したりするなどの
外的環境を工夫，②次に涼しい着方の工夫や着方を学んだ後に，着用後の汗で汚れ
た衣服を洗たくする，というように，時間軸を意識した流れとしました。

「チャレンジコーナー」が充実し
ていますが，どのように活用す
ればよいのですか？

A 　

教科書では，他教科との関連を
どのように扱っていますか？

A   

「環境」内容は，それぞれの学
習の中に入れ込んだ方がよい
か，一つの題材として総合的に
扱う方がよいのか，教科書では
どのように扱っていますか？

A

Q 7

Q 8

Q 9

Q10

Q11

Q12

　家庭科で「学んだことを家庭実践につなげる」た
めに，長期休暇中の家庭実践のヒントとして，また応
用題材のひとつとして活用されることを意図してい
ます。そのため，学習指導要領で重視されている家
庭実践にスムーズに移行できるように，ページを増
やしてアイデアを多数紹介しました。地域性につい
ても重視し，地域題材への発展をしやすくしています。

「寒い季節を快適に」と「暑い季
節を快適に」が，2学年に分け
て設定されているのはなぜで
すか？
また，「寒い季節～」では着方が

先に構成されて
いるのに，「暑い
季節～」では，
住まい方が先に
なっているのは
なぜですか？

 のマークをつけて，理科・社会・算数など既習の学習を呼び起こ
したり，同学年の他教科と関連づけて学習したりすることができるようになっていま
す。家庭科が，他教科と関連し合って生活に生きる教科であることが確認できます。

　本教科書はいずれも重視して，両面とも扱うことができるようになっています。
　まず，衣・食・住それぞれの学習では内容に関連づけて取り扱い，該当箇所には
「環境マーク」をつけて強調して取り上げています。「環境マーク」部分をたどって
いくと，家庭科での環境の内容が浮き彫りになり，いっそう深めていくこともできま
す。また，５学年の最後には「環境カルタ」を例に，総合的に学習をふり返ることがで

きるようになっていますし，６年の最後には題材として「環境」を取り
上げていますので，環境と生活とのかかわりを総合的に扱うことがで
きます。
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主な観点 特　　　　　　色

学習指導要領と
の関連

● �学習指導要領の「家庭科の目標及び内容」「指導計画の作成と内容の取扱い」が明確に整理され，個に応じた創意ある学習指
導が展開できる構成である。

●��学習指導要領の内容ＡとＢ・Ｃ・Ｄ及びＤとＢ・Ｃを関連づけて学習できるように工夫して構成され，無理なく基礎・基本をおさえた
学習ができるように，適切な配慮がされている。

内容の範囲・
程度

● �児童の生活経験や発達段階，授業時数を考慮した範囲や程度が適切に定められている。
　�☆�「範囲」は学習指導要領に適合していて，児童の生活経験を十分に配慮し，授業時数など学校事情や児童の実態に弾力的に  
　対応できるように工夫がされている。

　☆「程度」は，児童の心身の発達段階によく適応して工夫されている。

内容の選択・
扱い・系統性

● ��各題材とも，学習指導要領に照らして選択・扱いは適切である。
　☆実習題材は児童の発達段階に合って，関心・意欲をもって取り組める。
　☆基本となる複数の実習題材のほか，応用・参考例も扱われていて適切である。
　☆特定の事項・事象・分野などにかたよることなく，全体として調和がとれている。
　☆�共生社会をめざした人権への配慮や，国際社会に生きる日本人としての自覚や豊かな感性を育成できる内容の選択及び取扱い
がなされている。

●�各題材とも，基礎的・基本的内容の習得から応用・発展的な内容の学習へと系統的に展開され，児童の思考の流れにそっていて，
教科の特徴が無理なく具体化されている。

内容の組織・
配列・分量

● �各学年のテーマのもと，ストーリー性を考慮した題材配列がなされ，見通しや目標をもって学習できる。
●��題材の組み換えもしやすく，地域や学校事情等に適合した使い方ができる。
●��家庭生活や家族の題材が各学年の最初にあり，いずれも生活を見つめ直すことから学習を始めることができる。
●��衣食住の題材は易から難へと，さらに季節等を考慮して配列され，最終題材には他者との共生につながる題材が配置されている。
●��調理実習を早期に設定して興味づけを図り，学校行事や総合的な学習との関連が図れるように，ごはんやみそ汁が５学年に配置さ
れている。

●��実習と座学の内容は，いずれも分かりやすく工夫して配分されていて，組織及び分量はきわめて適切である。

主体的な学習へ
の取り組み

● ��各題材は「学習のめあて」で始まり，課題解決学習を通して，最後には「ふり返り・生かそう」で家庭実践につなげるように工夫され，
学習過程では「できたかな」チェックなども取り入れ，児童が主体的に無理なく学習を進めるためのいろいろな配慮がされている。
　☆「話し合おう」「調べよう」「考えよう」「やってみよう」等の課題が適切に配置されている。
　☆課題解決の手がかりとなる例示や写真・図表・イラスト等が，過不足なく適切に記載されている。
　☆分かりやすい各種のマーク（ｐ.３参照）が設定され，さらに，星マークのキャラクターが学習案内をしたり，つまずきやすい箇所では
　注意を喚起したりするなど，児童が課題意識をもって主体的に学習するための支援が適切になされている。
●�各学期末の「チャレンジコーナー」は，長期休暇を利用した主体的な取り組みに向けた題材として適切である。

基礎的・
基本的事項
の扱い

● ��基礎的・基本的な知識や技能に関する内容が厳選して的確に記述され，易から難へと確実な習得ができるように，よく工夫されている。
●�調理や製作の実習手順図は，児童の視線の流れを考慮して見開きページを使って横に流れる記述で（ｐ.8～11，16～21ほか），
基礎・基本を習得するための適切な配慮がされている。

●��５学年の最初の調理実習（ｐ.6 ～ 15）では，湯をわかしてゆでる調理題材を４つに細分化して構成・配列し，細かなステップを踏
んで繰り返し学習して，早い段階から調理の基礎・基本の定着を図る工夫がなされていて適切である。

●�技能面の写真は，詳細かつ分かりやすくていねいに表現され，細部については拡大写真を添えるなどして，きわめて適切な配慮がさ
れている（ｐ.14，16～ 21，34～ 37ほか）。

内容の正確性 ● ��本文，図表，写真など，いずれも正確に記述されている。

ガイダンスと
ストーリー性

● �表紙及び冒頭ページから第１題材まで続くガイダンス内容は適切である。また，５学年では学年テーマのもとに細かなステップで学
習を積み上げて基礎・基本を習得し，６学年では工夫・応用しながら生活に生かす力を身につけて中学校へとつなげるという流れ
になっており，２学年間の見通しをもって学習できるように，よく工夫されている。

食育への対応

● �食育に関するページには「食育マーク」が付され，記述内容は知識・技能・心情面いずれもよく工夫されている。
　☆五大栄養素など，食品のはたらきと栄養に関する内容は，本文・イラストいずれも的確な記述で分かりやすい。
　☆�「くふうしよう朝の生活」（ｐ.62 ～ 69）は，生活を総合的に捉えた望ましい題材であり，自らの生活習慣を見直して食生活を改
善するなど，健康に過ごすための実践的な態度が育てられる。

　☆折り込みの「栄養素のおもなはたらきと食品の分類」は，食に関するどのページにも開いたまま活用できるように工夫されている。
　☆地域の食材を取り入れた調理にも対応できるように，郷土食や伝統的な食文化が具体的に示されている。
　☆食事のマナーについても取り上げられている。

言語活動への対応
● �調理や製作等の実践的・体験的学習を通して，家庭科で用いる生活の中の言葉が生きた言葉として理解できる場面や，観察や
実習の際のレポート作成や考察・発表等の場面が，学習過程の各所に設定されていている。

●��本文中の重要語句を太字で示したり，「ひと口メモ」で言葉の解説をしたりして，理解を深める工夫をしている。

安全教育への対応 ● ��作業上の事故防止や安全教育についての細かい配慮がいきとどいている。
　（例：ｐ.7（2），9，10，17，19，30，33，36，44，57，67，73，83など）

新教科書の観点別編集の特色
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主な観点 特　　　　　　色

環境教育への対応

● ��各題材の中で学習内容と関連づけて取り扱い，実践的態度を身につけられるように細かい配慮がされている。
●�環境を考える４つの視点（４Ｒ）が明確に記述されている（ｐ.60 ～ 61）。
●�５学年のまとめ（ｐ.60 ～ 61）では環境カルタを活用して児童の興味・関心に対応し，６学年の最終題材（ｐ.102 ～ 108）では
総合的に扱うなど，実践的な環境教育が充実して取り扱われている。
　（以上の例：ｐ.7，12，28，29，57，60，61，67，73，74，75，78，79，83，103，107，108など）

消費者教育への対応 ● �題材として取り扱っているほか，２学年を通して他の題材の中でも学習内容と関連づけて取り扱い，消費者としての実践的態度が
身につけられるように工夫されている。（例：ｐ.24，28，48～ 51，66，81など）

共生社会への対応 ● ��男女の性別や障がいの有無にかかわらず，子どもから高齢者まですべての人が平等な関係であることを前提にして，記述や課題の
設定・写真や図が工夫されている。（例：ｐ.5，102など）

地域への適応性
● ��衣食住などの内容を関連させ，総合的に題材が構成されていて，地域での児童の生活と関連づけた学習が展開できる。
●�児童の目が地域に向き，地域の人 と々のかかわりの大切さが認識できるように具体的な活動例が盛りこまれている。
●�地域性を生かした食材や調理例（郷土食）や伝統文化が取り上げられ，それぞれの地域での工夫がしやすい。
　（例：ｐ.44，46，47，59，85，101など）

科学的視点 ● ��各題材とも，科学的な目を育てる配慮が十分にされている。（例：ｐ.12，43，54，56，78，79，80，81，82，83など）

授業時数への対応 ● �５学年（標準履修）は10題材，６学年は６題材が設定されているが，５学年は反復学習をして基礎・基本の定着を図るために題材
が細分化されていて，５学年の年間60時間，６学年の年間55時間の授業時数には対応できる。

２学期制への対応 ● ��地域の実情にそって指導・学習の組み換えがしやすいように題材が構成されている。
●��目次を半分に区切ると３期の内容が２期に分けられるよう，２学期制に十分対応できる工夫がされている。

指導と評価の一体化 ● ���調理や製作の実習には，技能チェック表「できたかな」が設定され，各題材の最後には「ふり返ろう・生かそう」のコーナーが設けら
れて自己評価ができるように工夫されている。指導の側からの評価の観点としても活用できる。

文章表現・表記
● �《です・ます》調のソフトな表現で，簡潔かつ正確に表記されている。
●�５・６学年配当の漢字については，各題材の初出箇所にふりがなをつけている。
●�重要語句は太字（ゴシック体）にして，表記のめりはりをつけている。
●�大小の題材名は，課題意識を高める表現になっている。

各題材の導入頁 ● �明確な「学習のめあて」を記述し，写真・イラストなどを用いて学習への意欲づけが効果的にはかられる。

図表・イラスト・
写真・資料

● �課題を解決するための手がかりや本文内容の理解を助ける資料が，効果的な表現や分量・大きさで示されている。
　（例：ｐ.16・17，20・21，63・64など多数）

各種マーク・
キャラクター

● ��児童が関心・意欲をもって主体的に楽しく学習を進められるように，目立ちやすいマークが効果的に用いられている（例：ｐ.3，7，
44・45など多数）。また，男女４人のキャラクターや星マークのキャラクターが各ページに登場して，学習の進行をしたり， 児童のつ
まずきやすい内容について注意を喚起したりして，学習意上きわめて効果的である。

レイアウト
● �ワイドな紙面の見開きページを効果的に活用して，手順図などが横流れにレイアウトされていて分かりやすい。
　本文と資料等の区分も明確に児童に伝わり，見開きページが有効に活用されていて，扱いやすい教科書になっている。
●�色は，学習する内容がわかりやすく，児童が意欲をもって学習に取り組めるように配慮されている。

表　紙 ● �「家庭の樹」を中心にして，学んで成長していく自己の姿が楽しく夢のある表現で提示されていて，ガイダンスの入り口として活用できる。

印　刷
カラーバリアフリー

● �印刷は鮮明で，カラー効果が生かされている。
●�再生紙を使用すると共に，大豆油インクを使用していて，環境に配慮している｡
● �カラーバリアフリーの観点から，弱視の子どもたちに読み取りやすい配慮がされている。

製　本 ● �きわめて堅牢で，表紙には水に強い加工が施され，長期の使用に耐えるものとなっている。

用　紙 ● �本文の紙の質は，文字やイラスト・写真が見やすい白色の再生紙を用い，じょうぶで目が疲れにくく学習しやすい。

表 

記
・
表 

現

印
刷
・
造
本
・
体
裁

平成23年度用「家庭」 ／ 文部科学省検定済教科書 ９ 開隆堂 家庭 502

総　　括

● �内容の範囲・程度・選択・扱いが適切で，組織・分量や内容の取り扱い，表記・表現などで細かな工夫が見られる。
●�各題材は，児童の心身の発達にそっている。
●��学校行事等にも配慮した構成で，児童の興味・関心・意欲を高めながら問題解決的な学習が無理なく展開でき，系統的な学習が
進められる。

●��主体的に学ぶ力，創意工夫する力を養い，あわせて，家庭生活や地域での生活で応用・実践していく基礎的・基本的な知識と技
能が習得できる（習得，活用，探求する力を培うことができる）。

●��安全や環境・消費者，科学的視点についても，総合的な取扱いだけでなく，それぞれの学習場面と関連づけて随所に取りあげてある。
●�学習したことが児童の生活に生きるように工夫されている。
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家庭との
関わりで考える

調べたこと
を発表する

グループで
話し合う まとめてみる

〒113-8608　東京都文京区向丘1丁目 13番 1号　
TEL.［代表］03-5684-6111　［編集］03-5684-6116　［営業］03-5684-6121, FAX 03-5684-6122
〒060-0061　札幌市中央区南一条西6-11　札幌北辰ビル8F　TEL.011-231-0403
〒983-0043　仙台市宮城野区萩野町1-11-1　萩野町Mビル 2F　TEL.022-782-8511
〒464-0802　名古屋市千種区星が丘元町14-4　星が丘プラザビル6階　TEL.052-789-1741
〒550-0013　大阪市西区新町2-10-16 　TEL.06-6531-5782
〒810-0075　福岡市中央区港2-1-5　FYCビル 3階　TEL.092-733-0174

本 社

北海道支社
東 北 支 社
名古屋支社
大 阪 支 社
九 州 支 社

開隆堂出版株式会社　http://www.kairyudo.co.jp

本教科書の執筆・編修に携わった先生方

計画表をくふうしてみる

製作してみて,感じたことをまとめてみる

製作や調理などの体験を通して，生活の
中のさまざまな言葉を，実感をともなっ
て理解する場面を設定しました。観察や
実習の際のレポート作成や，考察・思考
したことを発表する場面を随時設定し，
家庭科のねらいが確実に定着できるこ
とをめざしています。

話し合うことによって言葉を伝える 書くことによって表現する

調べたことを発表する

本教科書と
「言語活動」

▼ p.49

▼ p.13

▲ p.87

▲ p.93

◀p.103

指
導
書
類
も
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に

そ
ろ
え
て
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す
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